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セグメント別連結業績（対前年同期）

(単位：百万円)

2019年3月期
第１四半期

2020年3月期
第１四半期 増減 増減率(%)

国内教育 45,452 48,742 3,289 7.2
グローバルこどもちゃれんじ 12,557 13,168 610 4.9
介護・保育 28,193 30,141 1,948 6.9
ベルリッツ 11,962 11,190 ▲772 ▲ 6.5
その他 5,752 5,609 ▲142 ▲ 2.5
売上高合計 103,918 108,851 4,933 4.7
国内教育 ▲2,743 ▲1,259 1,483 －
グローバルこどもちゃれんじ 937 684 ▲252 ▲ 27.0
介護・保育 1,795 2,705 909 50.7
ベルリッツ ▲1,342 ▲1,334 7 －
その他・調整額 ▲917 ▲644 273 －
営業利益合計 ▲2,270 150 2,421 －
経常利益 ▲2,913 ▲469 2,444 －
親会社株主に帰属する
四半期純利益 ▲3,357 ▲1,597 1,759 －



(単位：億円)

国内教育 「進研ゼミ」 +13
学校向け教育事業、Classi・EDUCOMの連結子会社化 +12
学習塾事業 、英語事業等 +7

グローバルこどもちゃれんじ 日本：受講費改定影響、在籍増等 +3
海外：中国の税制適用変更影響、受講費改定影響 +5
　　　　 為替のマイナス影響 ▲2

介護・保育 ホーム延べ入居者数増等 +19
ベルリッツ ELS事業の減収、語学教育事業における北欧エリアのフランチャイズ化影響等 ▲4

為替のマイナス影響 ▲3
国内教育 「進研ゼミ」 +12

学校向け教育事業・学習塾事業の増収による増益、教育改革に対する投資増 +2
グローバルこどもちゃれんじ 日本：販売費の増等 ▲2

海外：受講費改定影響、中国の税制適用変更影響、営業強化等 +0
介護・保育 増収による増益等 +9
ベルリッツ 減収による減益、教室閉鎖による固定費減等 +0
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売上高 / 営業利益の主な増減要因（対前年同期）

※

※2019年１月８日付でClassi㈱、㈱EDUCOMは当社の連結子会社となりました。



3

連結業績見通しハイライト

（単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期
（見通し） 増減 増減率

(%)

売上高 439,431 459,000 19,569 4.5

営業利益 16,245 20,000 3,755 23.1

営業利益率（%） 3.7 4.4 0.7 ー

経常利益 12,150 16,000 3,850 31.7

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,902 9,500 4,598 93.8

為替レート（対US$）（円） 110.57 110.00 ▲0.57 ー

2019年５月10日公表見通しから変更なし
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セグメント別連結業績見通し

(単位：百万円)

2019年3月期 2020年3月期
（見通し） 増減 増減率(%)

国内教育 192,064 204,300 12,236 6.4
グローバルこどもちゃれんじ 56,443 58,700 2,257 4.0
介護・保育 116,999 121,800 4,801 4.1
ベルリッツ 49,275 49,400 125 0.3
その他 24,647 24,800 153 0.6
売上高合計 439,431 459,000 19,569 4.5
国内教育 10,055 14,300 4,245 42.2
グローバルこどもちゃれんじ 3,258 3,500 242 7.4
介護・保育 11,396 10,400 ▲996 ▲ 8.7
ベルリッツ ▲4,748 ▲3,300 1,448 ー
その他・調整額 ▲3,715 ▲4,900 ▲1,185 ー
営業利益合計 16,245 20,000 3,755 23.1

2019年５月10日公表見通しから変更なし
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売上高 / 営業利益見通しの主な増減要因

(単位：億円)

国内教育 「進研ゼミ」 +53
学校向け教育事業、Classi・EDUCOMの連結子会社化 +35
学習塾事業 、英語事業等 +34

グローバルこどもちゃれんじ 日本：在籍増、周辺事業の増収等 +15
海外：中国の受講費改定影響、在籍増等 +17
　　　　 為替のマイナス影響 ▲10

介護・保育 ホーム延べ入居者数増等 +48
ベルリッツ レッスン数増等 +3

為替のマイナス影響 ▲2
国内教育 「進研ゼミ」 +42

学校向け教育事業・学習塾事業の増収による増益、教育改革に対する投資増 +0
グローバルこどもちゃれんじ 日本：増収による増益 +4

海外：増収による増益、為替のマイナス影響(▲1)、営業強化等 ▲2
介護・保育 増収による増益、労務費増 ▲9
ベルリッツ 増収による増益、教室閉鎖による固定費減、為替のプラス影響(+1)等 +14
その他・調整等 成長投資等 ▲11
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国内教育 （参考）事業別売上高内訳

(単位：百万円)

2019年3月期
第１四半期

2020年3月期
第１四半期 増減 増減率(%) 構成比(%)

高校講座事業 3,759 3,635 ▲124 ▲3.3 7.5

中学講座事業 6,915 7,404 488 7.1 15.2

小学講座事業 13,066 14,591 1,525 11.7 29.9

学校向け教育事業 11,362 11,491 129 1.1 23.6

その他 10,348 11,619 1,270 12.3 23.8

国内教育計 45,452 48,742 3,289 7.2 100.0



7

（参考）事業別売上高内訳グローバル
こどもちゃれんじ

(単位：百万円)

2019年3月期
第１四半期

2020年3月期
第１四半期 増減 増減率(%) 構成比

(%)

国内こどもちゃれんじ講座事業 4,324 4,530 206 4.8 34.4

海外こどもちゃれんじ講座事業 6,082 6,395 313 5.2 48.6

その他 2,150 2,241 90 4.2 17.0

グローバルこどもちゃれんじ計 12,557 13,168 610 4.9 100.0
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（参考）｢進研ゼミ｣「こどもちゃれんじ」延べ在籍数
国内教育
グローバル

こどもちゃれんじ

（注）延べ在籍数は、各年4月から6月までの月次在籍数の累計です。
（注）海外こどもちゃれんじ講座の延べ在籍数は、中国、台湾、インドネシアにおける延べ在籍数の合計です。

（中国、インドネシアにおいては決算日が12月末日のため各年1月から3月までの月次在籍数の累計です。）

(単位：万人)

2019年3月期
第１四半期

2020年3月期
第１四半期 増減 増減率

（%）

高校講座 44 42 ▲2 ▲5.2
中学講座 120 117 ▲2 ▲2.1
小学講座 348 358 10 3.1
合計 512 518 5 1.2

(単位：万人)

2019年3月期
第１四半期

2020年3月期
第１四半期 増減 増減率

（%）

国内こどもちゃれんじ講座 225 226 0 0.4
海外こどもちゃれんじ講座 371 372 1 0.5
合計 597 599 2 0.5
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（参考）高齢者向けホーム及び住宅数介護・保育

 2018年
6月末

2019年
3月末

2019年
6月末

アリア 23 24 24
くらら 41 40 40
グラニー＆グランダ 134 140 141
まどか 57 57 57
ボンセジュール 45 45 46
ここち 14 14 14
リレ 2 2 2
合計 316 322 324
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（参考）ベルリッツ レッスン数推移

（注）直営センターのレッスン数です。

ベルリッツ

＜第１四半期累計＞ (単位：千レッスン)
2018年

1-3月累計
2019年

1-3月累計 増減率(%)

アメリカズ 309 262 ▲15.2
ヨーロッパ 726 699 ▲3.7
アジア 384 388 0.9
合計 1,420 1,350 ▲5.0

＜第2四半期累計（速報）＞ (単位：千レッスン)
2018年

1-6月累計
2019年

1-6月累計 増減率(%)

アメリカズ 659 557 ▲15.5
ヨーロッパ 1,474 1,370 ▲7.1
アジア 798 800 0.3
合計 2,932 2,728 ▲7.0
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本資料に記載されている当社の業績見通し、計画、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関係する見通し
です。これらは現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。
従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下されることは、お控えいただきますようお願いいたします。
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